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〈

人

物

表

〉

 

御
子
柴

み

こ

し

ば
 

一
誠

い
っ
せ
い  

 
 

 

（
１
７
） 

高
校
生
・
龍
滝
四
天
王
の
ひ
と
り 

宝
た
か
ら

 
 

天
人

あ

ま

と  
 

 
 

（
１
６
） 

高
校
生 

金
木

か

ね

き 
 

雄 ゆ
う

哉 や  

（
１
７
） 

龍
滝
四
天
王
の
ひ
と
り 

青
江

あ

お

え 
 

智
樹

と

も

き  

（
１
７
） 

龍
滝
四
天
王
の
ひ
と
り 

沖 お
き 

 
 

堅
信

け
ん
し
ん  

（
１
７
） 

龍
滝
四
天
王
の
ひ
と
り 

 

男
１
・
２
・
３ 
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１
． 

高
校
・
屋
上
（
夜
） 月

明
か
り
が
輝
く
。 

電
灯
に
照
ら
さ
れ
、
空
席
の
パ
イ
プ
椅
子
が
煌
々
と
光
る
。

そ
の
背
後
の
壁
面
に
描
か
れ
た
不
死
鳥
の
絵
。 

制
服
姿
の
御
子
柴
一
誠
（
１
７

）、

壁
画
を
漠
然
と
見
つ
め

て
い
る
。 

そ
の
腕
に
は
龍
を
あ
し
ら
っ
た
龍
滝
高
校
の
エ
ン
ブ
レ
ム
。 

 

２
． 

ト
ン
ネ
ル
（
夜
） 

制
服
姿
の
男
た
ち
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
る
。
壁
に
衝
突
し
、
地

面
に
突
っ
伏
す
。 

男
の
ひ
と
り
が
腕
を
落
と
す
。
龍
滝
高
校
の
エ
ン
ブ
レ
ム
。 

男
１ 

「
お
前
、
誰
だ…

…
」 

向
こ
う
か
ら
フ
ー
ド
を
被
っ
た
人
物
が
ゆ
っ
く
り
と
歩
い
て

く
る
。 

恐
怖
に
後
ず
さ
る
男
た
ち
。 

フ
ー
ド
の
男
は
男
た
ち
を
見
下
ろ
す
と
、
ニ
ヤ
リ
と
笑
う
。

そ
の
頬
に
は
大
き
な
痣
が
刻
ま
れ
て
い
る
。 

男
２
、
そ
の
痣
に
ハ
ッ
と
し
て
、 

男
２ 

「
ま
さ
か
」 

フ
ー
ド
の
男
は
し
ゃ
が
む
と
、
徐
に
フ
ー
ド
を
取
り
去
る
。

彼
は
宝
天
人
（
１
６
）
で
あ
る
。 

天
人 

「
兄
貴
を
殺
し
た
の
は
誰
だ
」 

男
２ 

「
し
、
知
ら
な
い…

…

」 

天
人 

「
玉
座
は
誰
の
手
に
あ
る
？
」 

男
１ 

「
誰
の
も
の
で
も
な
い
」 

天
人 

「
あ
？
」 

男
１ 

「
い
、
い
な
い
ん
だ
よ
。
空
席
だ
」 

天
人
、
ニ
ヤ
リ
と
笑
っ
て
、 

天
人 

「
だ
っ
た
ら
俺
が
い
た
だ
く
」 

と
、
男
１
を
殴
る
。 

男
１
は
気
絶
。 

天
人
は
男
２
の
肩
に
そ
っ
と
手
を
置
い
て
、 

天
人 

「
俺
に
つ
く
か
？
」 
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男
２
は
小
刻
み
に
首
を
縦
に
振
る
。 

天
人 

「
い
い
子
だ
」 

と
、
拳
を
放
つ
。 

男
２
も
気
絶
。 

天
人 

「
俺
に
仲
間
は
い
ら
な
い
」 

と
、
息
を
つ
き
、
立
ち
去
る
。 

 

３
． 

高
校
・
外
観
（
昼
） 老

朽
化
し
た
校
舎
。 

 

４
． 

高
校
・
正
門
・
外
（
昼
） 

『
龍
滝
高
校
』
の
校
名
板
。
落
書
き
が
施
さ
れ
、
文
字
が
ほ

ぼ
見
え
な
い
。 

 

５
． 

高
校
・
屋
上
（
昼
） 空

席
の
パ
イ
プ
椅
子
と
不
死
鳥
の
絵
。 

御
子
柴
、
じ
っ
と
空
席
を
見
下
ろ
し
て
い
る
。 

欄
干
に
寄
り
か
か
り
、
本
を
読
む
金
木
雄
哉
（
１
７

）、

御

子
柴
を
ち
ら
っ
と
見
て
、 

金
木 

「
お
前
が
殺
し
た
の
か
？
」 

御
子
柴
、
ピ
ク
っ
と
頬
を
歪
め
、
金
木
を
一
瞥
。 

金
木 

「
そ
こ
に
座
り
た
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
」 

御
子
柴
「
こ
こ
は
宝
さ
ん
だ
け
の
場
所
だ
」 

金
木
、
ふ
っ
と
笑
っ
て
、
本
を
閉
じ
る
。
ボ
ロ
ボ
ロ
の
ソ
フ

ァ
で
眠
る
青
江
智
樹
（
１
７
）
を
一
目
見
て
、 

金
木 

「
こ
の
ま
ま
で
い
い
わ
け
じ
ゃ
な
い
」 

御
子
柴
「
争
う
っ
て
か
？
」 

金
木 

「
だ
け
ど
下
の
奴
ら
は
揺
れ
て
る
。
宝
さ
ん
亡
き
今
、
誰
に
つ
く
べ

き
か
」 

青
江 

「
俺
は
い
い
ぜ
」 

と
、
大
き
く
伸
び
を
し
て
体
を
起
こ
す
。 

金
木 

「
起
き
て
た
の
か
」 

青
江 

「
誰
が
玉
座
に
座
る
の
か
。
俺
ら
４
人
で
戦
っ
て
決
め
る
」 

御
子
柴
「
本
気
で
言
っ
て
る
の
か
」 
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青
江 

「
も
ち
ろ
ん
。
４
人
だ
と
指
揮
系
統
が
乱
れ
る
だ
け
だ
」 

御
子
柴
「
納
得
し
な
い
奴
ら
が
必
ず
出
て
く
る
」 

青
江 

「
じ
ゃ
あ
ど
う
す
る
？
」 

沖
の
声
「
我
々
は
凡
人
で
す
」 

沖
堅
信
（
１
７

）、

や
っ
て
来
て
、
手
近
の
パ
イ
プ
椅
子
に

座
る
。
眼
鏡
の
ブ
リ
ッ
ジ
を
き
ゅ
っ
と
押
し
上
げ
て
、 

沖 
 

「
誰
も
宝
さ
ん
の
代
わ
り
に
は
な
れ
な
い
。
そ
れ
に…

…

」 

青
江 
「
何
だ
よ
」 

沖 
 

「
宝
さ
ん
を
殺
し
た
の
が
僕
ら
の
誰
か
だ
と
疑
う
声
も
多
い
」 

御
子
柴
、
ご
く
り
と
息
を
呑
み
、
金
木
、
青
江
、
沖
を
そ
れ

ぞ
れ
見
つ
め
る
。 

沖 
 

「
今
玉
座
に
座
れ
ば
、
怪
し
ま
れ
る
だ
け
で
、
誰
も
つ
い
て
い
こ
う

と
は
思
わ
な
い
で
し
ょ
う
ね
」 

御
子
柴
、
振
り
返
っ
て
、
空
席
見
る
。
そ
し
て
拳
を
ぎ
ゅ
っ

と
握
る
。 

壁
面
に
描
か
れ
た
不
死
鳥
。 

 

６
． 

道
（
夜
） 

人
気
の
な
い
通
り
。 

沖
が
歩
い
て
い
る
。 

背
後
か
ら
足
音
。 

沖
は
ち
ら
っ
と
一
瞥
し
て
、
口
角
を
あ
げ
る
。
そ
し
て
速
度

を
上
げ
る
。 

足
音
も
速
く
な
る
。 

沖
、
角
を
曲
が
る
。 

足
も
曲
が
る
。
が
、
ピ
タ
ッ
と
止
ま
る
。 

沖
が
待
ち
伏
せ
し
て
い
て
、 

沖 
 

「
私
に
御
用
で
す
か
」 

天
人
は
沖
に
対
峙
し
、
ニ
ヤ
リ
と
笑
う
。 

沖 
 

「
宝
さ
ん
の
弟
、
で
す
ね
」 

天
人 

「
玉
座
は
俺
が
も
ら
う
」 

沖 
 

「
４
人
を
殺
し
て
奪
う
と
い
う
こ
と
で
す
か
」 

天
人 

「
先
に
奪
っ
た
の
は
お
前
ら
だ
」 

沖
、
く
す
っ
と
笑
う
。 



 4 

天
人 

「
何
が
お
か
し
い
？
」 

沖 
 

「
尊
敬
こ
そ
す
れ
、
誰
も
宝
さ
ん
を
殺
さ
な
い
」 

天
人 

「
で
も
殺
さ
れ
た
。
そ
れ
が
全
て
だ
ろ
」 

沖 
 

「
復
讐
、
で
す
か
」 

と
、
眼
鏡
を
外
し
、
放
り
投
げ
る
。 

天
人
、
ふ
っ
と
口
角
を
あ
げ
る
。 

沖 
 

「
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
ね
」 

天
人
、
ぎ
ゅ
っ
と
拳
を
握
る
。
駆
け
出
す
。 

 

７
． 

高
校
・
屋
上
（
昼
） 御

子
柴
と
青
江
が
話
し
て
い
る
。 

金
木
が
慌
て
て
や
っ
て
来
て
、 

金
木 

「
沖
が…

…

」 

御
子
柴
、
呆
然
と
し
て
、
息
を
呑
む
。 

 

８
． 

病
院
・
集
中
治
療
室
（
昼
） 

ベ
ッ
ド
で
眠
る
沖
、
顔
は
紅
く
腫
れ
あ
が
り
、
様
々
な
医
療

器
具
が
装
着
さ
れ
て
い
る
。 

傍
ら
に
は
割
れ
た
眼
鏡
。 

 

９
． 

高
校
・
屋
上
（
昼
） 

青
江 

「
誰
が
や
っ
た
」 

金
木 

「
他
に
も
被
害
を
受
け
た
奴
が
い
る
」 

御
子
柴
、
ピ
ク
っ
と
頬
を
歪
め
る
。 

青
江 

「
あ
？
」 

金
木 

「
そ
い
つ
ら
に
よ
る
と
、
男
の
頬
に
は
痣
が
あ
っ
た
ら
し
い
」 

御
子
柴
、
ハ
ッ
と
し
て
、
不
死
鳥
を
見
る
。 

金
木 

「
天
人
だ
」 

青
江 

「
く
そ
っ
」 

と
、
ソ
フ
ァ
に
拳
を
叩
き
つ
け
る
。 

御
子
柴
「
目
的
は
玉
座
か
」 

青
江 

「
俺
ら
も
標
的
」 

金
木
、
徐
に
御
子
柴
を
見
や
る
。 

御
子
柴
「
天
人…

…

」 
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す
る
と
、
男
３
が
慌
て
ふ
た
め
き
な
が
ら
や
っ
て
来
て
、 

男
３ 

「
せ
、
先
輩…

…

」 

金
木 

「
ど
う
し
た
」 

男
３ 

「
し
、
侵
入
者
で
す
」 

青
江
、
咄
嗟
に
校
庭
を
見
下
ろ
す
。 

男
３ 

「
頬
に
痣
の
あ
る
男
が…

…

」 

青
江
、
舌
打
ち
し
て
、 

青
江 
「
向
こ
う
か
ら
お
出
ま
し
か
」 

す
か
さ
ず
出
て
い
こ
う
と
す
る
。 

御
子
柴
「
青
江
」 青

江
、
立
ち
止
ま
っ
て
、
御
子
柴
に
笑
み
を
見
せ
、 

青
江 

「
大
丈
夫
だ
っ
て
」 

と
、
男
３
と
共
に
出
る
。 

御
子
柴
、
不
安
そ
う
な
面
持
ち
。 

 

１
０
． 

高
校
・
校
庭
（
昼
） 怪

し
い
雲
行
き
。 

天
人
、
毅
然
と
立
っ
て
い
る
。 

校
舎
か
ら
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
男
た
ち
が
出
て
く
る
。 

天
人
、
ニ
ヤ
リ
と
笑
う
。 

男
た
ち
の
先
頭
に
、
青
江
が
出
て
、 

青
江 

「
ひ
と
り
か
」 

天
人 

「
十
分
だ
」 

青
江 

「
沖
が
世
話
に
な
っ
た
な
」 

天
人 

「
お
前
が
兄
貴
を
殺
し
た
の
か
」 

青
江 

「
ま
さ
か
」 

天
人
、
屋
上
を
見
や
る
。 

御
子
柴
と
金
木
が
見
下
ろ
し
て
い
る
。 

交
錯
す
る
御
子
柴
と
天
人
の
視
線
。 

天
人 

「
全
員
殺
せ
ば
い
い
だ
け
の
話
だ
」 

拳
を
ぎ
ゅ
っ
と
握
る
。 

静
寂
が
走
る
。 

風
が
吹
き
、
砂
埃
が
舞
う
。 

青
江 

「
行
く
ぞ
、
お
前
ら
」 
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男
は
う
な
る
歓
声
と
共
に
駆
け
出
す
。 

天
人
、
走
り
出
す
。 

 
１
１
． 

高
校
・
屋
上
（
昼
） 校

庭
を
見
下
し
て
い
る
御
子
柴
。 

ぽ
つ
ぽ
つ
と
雨
が
降
り
始
め
る
。 

御
子
柴
は
頬
を
歪
め
、
振
り
向
く
。 

そ
の
視
線
の
先
に
は
不
死
鳥
の
壁
画
。 

次
第
に
雨
は
強
く
な
っ
て
い
く
。 

 

（
お
わ
り
） 


